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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第１四半期累計期間
第16期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 128,860 512,469

経常損失（△） （千円） △16,629 △6,164

四半期（当期）純損失（△） （千円） △17,268 △97,296

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 654,342 654,310

発行済株式総数 （株） 11,776,900 11,776,400

純資産額 （千円） 55,539 73,070

総資産額 （千円） 472,124 522,503

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
（円） △1.47 △8.27

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 11.5 13.6

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用をした場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、当社は、前事業年度におきまして、モバイルコンテンツ事業を営んでおりました連結子会社を吸収合併

し、従来の「純粋持株会社体制」から「事業会社体制」に移行いたしました。さらに、固定費の圧縮を実施すると

ともに、昨今の経済情勢の変化に対応するため、より一層のお客様視点に立った事業運営を目指し、『デココレ』

『photodeco+』等のコミュニケーションコンテンツ領域及び『森のえほん館』等のファミリーコンテンツサービス

領域の一層のサービス強化を進めてまいりました。この結果、営業キャッシュ・フローは大幅に改善しましたが、

営業利益は継続的な利益の確保がなされず、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在

していると判断しております。

　この改善策といたしまして、収益基盤の確立を進める一環として、業務の見直しと効率化を実施し、機動的に部

門収益の改善を進めております。併せて、事業部門と管理部門が一体となり、より一層の経費削減を進め収益改善

に努めております。

　以上のような諸施策を進めるとともに、事業資金面につきましても、引き続き取引金融機関と良好な関係にあ

り、当面の事業資金の確保はなされていることから、少なくとも今後１年間の資金繰りに重大な支障をきたすよう

な状況にはないため、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、継続

企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する注記」の記載には至りま

せんでした。

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府・日本銀行による緩和的な金融政策により当面の景気は下支

えされている一方、株式市場の低迷や円高の進行もあり、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　当社の関連するモバイルコンテンツ業界におきましては、携帯電話利用者のスマートフォン（以下「ＳＰ」とい

う。）への移行やタブレット端末の利用者増加に加え、手軽さと気軽さを兼ねたスタンプやデコレーションメール

等のコミュニケーションツールとしての利用や電子書籍の閲覧としての利用等により、モバイルコンテンツの利用

シーンは拡大しております。

　このような経営環境のもと、当社は引き続き、モバイルコンテンツ事業の持続的な成長と関連事業の育成を進め

てまいりました。

　コミュニケーションコンテンツ領域（『デココレ』、『photodeco+』等）におきましては、「ちびまる子ちゃ

ん」のタイアップ企画第２弾といたしまして、限定コンテンツの配信や壁紙メーカーの提供を実施するなど、ユー

ザーの継続利用の促進施策によるサービス強化を進めてまいりました。

　ファミリーコンテンツサービス領域（『森のえほん館』等）におきましては、電子絵本・印刷絵本の双方におい

て子供に読ませたい絵本作品を選出する「森のえほん館大賞2016」の開催、株式会社銀座コージーコーナー監修の

絵本第２弾の配信など、更なる認知と普及に向けた取組みを実施しました。

　関連事業の育成におきましては、スタンプ配信アプリ『stapa！』にて、Facebook「Messenger」に続きLINEのス

タンプ送信サービスを開始いたしました。また、オリジナル作品投稿コミュニティ『Pictbox』にて、各種コンテ

ストの開催等の取組みを行いました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間における業績は、売上高128,860千円、営業損失16,213千円、経常損失

16,629千円、四半期純損失17,268千円となりました。

　なお、当社はモバイルコンテンツ事業の単一セグメントであるため、セグメントの業績の記載を省略しておりま

す。

　（注）製品名及びサービス名は商標又は登録商標です。
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(2) 財政状態の分析

　流動資産は、前事業年度末に比べて48,006千円（10.9％）減少し、390,825千円となりました。これは主とし

て、前払費用が3,499千円増加したものの、現金及び預金が32,325千円、売掛金が20,152千円減少したことによる

ものであります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて1,886千円（2.3％）減少し、79,840千円となりました。これは主として、無

形固定資産が1,686千円増加したものの、有形固定資産が2,490千円、投資その他の資産が1,083千円減少したこと

によるものであります。

　繰延資産は、前事業年度末に比べて485千円（25.0％）減少し、1,457千円となりました。

　以上の結果、総資産は、前事業年度末に比べて50,379千円（9.6％）減少し、472,124千円となりました。

 

　流動負債は、前事業年度末に比べて167,176千円（68.8％）増加し、410,177千円となりました。これは主とし

て、買掛金が4,488千円、短期借入金が10,000千円、１年内返済予定の長期借入金が10,988千円、未払金が5,200千

円減少したことと、社債200,000千円を固定負債から振り替えたことによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて200,024千円（96.9％）減少し、6,407千円となりました。これは主として、

社債200,000千円を流動負債へ振り替えたことによるものであります。

　以上の結果、負債合計は、前事業年度末に比べて32,847千円（7.3％）減少し、416,584千円となりました。

 

　純資産は、前事業年度末に比べて17,531千円（24.0％）減少し、55,539千円となりました。これは主として、四

半期純損失を17,268千円計上したことによるものであります。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4) 研究開発活動

　当第１四半期累計期間において実施した研究開発活動はありません。

　今後におきましては、当社の企業価値の向上に高い効果をもたらすサービスの研究開発、新技術への対応を行っ

てまいります。

 

 

(5) 重要事象等について

　当社は、前事業年度におきまして、モバイルコンテンツ事業を営んでおりました連結子会社を吸収合併し、従来

の「純粋持株会社体制」から「事業会社体制」に移行いたしました。さらに、固定費の圧縮を実施するとともに、

昨今の経済情勢の変化に対応するため、より一層のお客様視点に立った事業運営を目指し、『デココレ』

『photodeco+』等のコミュニケーションコンテンツ領域及び『森のえほん館』等のファミリーコンテンツサービス

領域の一層のサービス強化を進めてまいりました。この結果、営業キャッシュ・フローは大幅に改善しましたが、

営業利益は継続的な利益の確保がなされず、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在

していると判断しております。

　この改善策といたしまして、収益基盤の確立を進める一環として、業務の見直しと効率化を実施し、機動的に部

門収益の改善を進めております。併せて、事業部門と管理部門が一体となり、より一層の経費削減を進め収益改善

に努めております。

　以上のような諸施策を進めるとともに、事業資金面につきましても、引き続き取引金融機関と良好な関係にあ

り、当面の事業資金の確保はなされていることから、少なくとも今後１年間の資金繰りに重大な支障をきたすよう

な状況にはないため、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、継続

企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する注記」の記載には至りま

せんでした。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,336,000

計 36,336,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成28年８月10日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 11,776,900 11,776,900
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)

単元株式数

100株

計 11,776,900 11,776,900 - -

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成28年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使に

より発行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円)

平成28年４月１日～

平成28年６月30日

（注）

500 11,776,900 31 654,342 31 644,342

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 11,775,500 117,755 －

単元未満株式 普通株式　　　　　600 － －

発行済株式総数 11,776,400 － －

総株主の議決権 － 117,755 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社アイフリーク

モバイル

福岡市博多区博多駅前三丁

目２番８号
300 － 300 0.01

計 － 300 － 300 0.01

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）は、四半期財務諸表を作成していな

いため、前年同四半期累計期間に係る比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人アヴァンティアによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、平成27年７月１日付けで、連結子会社でありました株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併いたしま

した。よって、第１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成

28年４月１日から平成28年６月30日まで）については、連結子会社が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成し

ておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 313,006 280,681

売掛金 111,455 91,302

有価証券 14 14

前払費用 10,469 13,969

未収還付法人税等 4,111 5,058

その他 51 3

貸倒引当金 △276 △203

流動資産合計 438,832 390,825

固定資産   

有形固定資産 23,427 20,937

無形固定資産 22,456 24,142

投資その他の資産 35,843 34,760

固定資産合計 81,727 79,840

繰延資産 1,943 1,457

資産合計 522,503 472,124

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,638 6,150

短期借入金 180,000 170,000

1年内返済予定の長期借入金 10,988 －

1年内償還予定の社債 － 200,000

未払金 17,421 12,220

リース債務 3,237 2,171

未払消費税等 2,450 3,872

その他 18,263 15,762

流動負債合計 243,000 410,177

固定負債   

社債 200,000 －

繰延税金負債 1,184 1,147

資産除去債務 5,247 5,259

固定負債合計 206,432 6,407

負債合計 449,432 416,584

純資産の部   

株主資本   

資本金 654,310 654,342

資本剰余金 654,315 654,347

利益剰余金 △1,231,188 △1,248,457

自己株式 △34 △34

株主資本合計 77,402 60,197

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6,102 △6,098

評価・換算差額等合計 △6,102 △6,098

新株予約権 1,770 1,440

純資産合計 73,070 55,539

負債純資産合計 522,503 472,124
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 128,860

売上原価 57,595

売上総利益 71,265

販売費及び一般管理費 87,479

営業損失（△） △16,213

営業外収益  

貸倒引当金戻入額 713

その他 56

営業外収益合計 769

営業外費用  

支払利息 641

社債発行費償却 485

その他 57

営業外費用合計 1,185

経常損失（△） △16,629

特別利益  

新株予約権戻入益 327

特別利益合計 327

税引前四半期純損失（△） △16,301

法人税、住民税及び事業税 1,004

法人税等調整額 △36

法人税等合計 967

四半期純損失（△） △17,268
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当該会計方針の変更による当第１四半期累計期間の四半期財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期会計期間から適用しております。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 4,385千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、モバイルコンテンツ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △１円47銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）（千円） △17,268

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△)

（千円）
△17,268

普通株式の期中平均株式数（株） 11,776,506

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額の算定に含

めなかった潜在株式で、前事業年度末から

重要な変動があったものの概要

――――

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

金額であるため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成28年８月９日

株式会社アイフリークモバイル

取　締　役　会　　御中

 

監査法人アヴァンティア

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小　笠　原　　直　㊞

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 木　村　　直　人　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社アイフリークモバイルの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第17期事業年度の第

１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年

４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。
 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイフリークモバイルの平成28年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が四半期財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社アイフリーク　モバイル(E05682)

四半期報告書

13/13


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

